
 令和７年度学校運営連絡協議会実施報告 

 

１ 組織  

（１）東京都立大崎高等学校全日制課程学校運営連絡協議会 

（２）事務局の構成 副校長（事務局長）、総務部主任 計２名 

（３）内部委員の構成 

   校長、副校長、経営企画室長、総務部主任、教務部主任、生活指導部主任、進路指導部主任  計７名 

（４）協議委員の構成 

      ＰＴＡ会長、同窓会会長、大正大学教授、品川区立ゆたか児童センター館長、戸越五丁目町会長、 

品川区立豊葉の杜学園校長、東京消防庁荏原消防署戸越出張所長、(株)進学研究会担当  計８名 

 

２ 概要 

（１）学校運営連絡協議会（第１～３回）の開催日時、会場、出席者、内容、その他 

ア 第１回 令和７年６月２６日（木）本校会議室、内部委員７名、協議委員６名 

      協議委員委嘱、委員紹介、評価委員の選出、学校経営計画、本校の現状と課題等説明、意見集約 

  イ 第２回 令和７年１０月２８日（火）本校会議室、内部委員７名、協議委員７名 

     授業公開、入試情報、教育活動の進捗状況報告、学校改善に向けた取組について 意見交換 

     学校評価の内容検討、協議 

  ウ 第３回 令和８年２月５日（木）本校会議室、内部委員７名、協議委員７名 

    本校教育活動報告（成果と課題）、学校評価アンケート結果報告、意見集約 

（２）学校評価委員会 開催日時、会場、出席者、内容、その他 

  ア 第１回 令和７年１０月２８日（火）本校会議室、内部委員２名、協議委員３名 

    学校評価の実施に向けた検討（観点・項目・内容・実施時期） 

   イ 第２回 令和８年２月５日（木）本校会議室、内部委員２名、協議委員２名 

    アンケート結果についての検証、次年度実施に向けての検討 

 

３  学校評価（学校評価報告） 

（１）観点 

  ア 学校への理解 

   学校生活、学習指導、生活指導、進路指導の満足度を把握する。 

 イ 学校の教育力 

   各教員の意向を集約し、傾向から教育力を把握する。 

 ウ 生徒の期待 

夢や希望、取組状況を把握し、学校に対する期待値を見る。 

（２）アンケート調査の実施時期・対象・規模 

  ・１２月 全校生徒  回答率５４％ 

  ・１２月 保護者   回答率２９％ 

  ・１２月 教職員   回答率８３％ 

  ・１２月 地域・住民 回答数２１名 

（３）主な評価項目 

   ・学校経営計画、学習指導、生活指導、進路指導、特別活動・部活動、健康・安全、防災教育、学校広報 

（４）評価結果の分析・考察 

  ・教職員の回答率は１００％となるよう回収方法の改善、教職員の意識改革が必要。 

  ・生徒の回答率が前年度６９％から１５ポイント下がった。デジタルを活用したアンケート調査では、生徒

の回答が疎かになる傾向があるため、ＨＲを活用し、その場で紙による調査に切り替えることも検討して

いく。 

  ・学校評価アンケートの文章表記の整理や、補足の文言追加等により、不明確であった回答が、より実態を

とらえた回答になった。 

  ・学校生活に満足している生徒が８７％を占めた。生活指導は肯定的な意識が８９％、進路指導は肯定的な

意識が９０％とそれぞれ高い数値を示し、指導に満足していると推察する。ただし、授業満足度が７７％

と他の満足度に比べて大きく下回ったことは、今後の教科指導に生かすべき数値であると判断する。 

 



４  成果と課題 

（１）成果 

ア 国際交流の活性化（都立高校生等海外派遣研修（トルコ４名）、小山台教育財団による海外派遣研修（イ

ギリス：２名）、東京都高等学校英語スピーチコンテスト（１名参加）、Ｒ８オーストラリア派遣研修に

向けた実踏の実施）。 

イ エコル戸越、ゆたか児童センター等、地域ボランティアの充実。 

ウ ３大学校行事（体育祭、文化祭、強歩遠足）及び校外学習、修学旅行の実施。 

エ 体育・保健体育指導力向上研修での取組の成果報告。 

オ 生涯の健康に関する理解促進事業での取組の成果報告。 

カ 校内における学校見学・説明会 全５回実施、参加組数１２３６組。校外における説明会４回実施。 

キ 受検倍率の向上（推薦に基づく選抜倍率一般３．５５倍 特別推薦３．７５倍、学力に基づく選抜倍率

１．５８倍。 

ク 特進クラス経営方針の合意形成。 

（２）課題 

ア 英語科だけでなく、教員全体で取り組む国際理解教育の一層の推進。 

イ 複雑な家庭環境を抱える生徒への支援。中部学校経営支援センターや各地区の児童相談所、子ども家庭

支援センター、医療機関等の外部機関との連携。 

ウ 校務支援システム、統合型学習支援システム等、各種システムのＤＸ化による教職員の負担増への対応。 

エ 空調設備の改修に向けた計画の立案と実施。 

   オ 働き方改革の一層の推進（男性育業、育児短時間勤務、部分休業、時差勤務、介護休暇等への理解促進） 

カ 本校の特徴を受検生にわかりやすく伝える学校説明会の一層の工夫。 

キ 特進クラスの在り方に関する検討の推進。 

 

５ 「学校がよくなった」と考える協議委員の割合 

（１）協議委員人数 ８人 

（２）学校がよくなったと答えた協議委員の人数 

そう思う 
多少そう 

思う 

どちらとも 

言えない 

あまりそう思

わない 

そう 

思わない 
分からない 無回答 

８       

 

６ 職員会議及び企画調整会議への協議委員の参加実績及び成果 

【実績】 職員会議 ０回 延０人    企画調整会議 ０回 延０人 

【成果】 特になし 

 

７ その他 

  特になし。 

 


